
信州健康ゼロエネ住宅指針の⾒直しについて
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資料１



⾒直し項目項目

（現⾏のまま）外皮性能(UA値)

基本
項目

 住宅性能表⽰制度の改正（R7.12.1施⾏）による「⼀次エネル
ギー消費量等級」の等級７・８の創設に伴う、推奨基準及び先導
基準の削減率の⾒直し

⼀次エネ消費量の削減率

 最低基準の⽊材使⽤量の⾒直し県産⽊材の活⽤

（現⾏のまま）太陽光又は木質バイオマス

（現⾏のまま）耐震性能

（現⾏のまま）災害リスク

■信州健康ゼロエネ住宅指針の⾒直し

○ 「信州健康ゼロエネ住宅指針」は、信州の恵まれた⾃然環境と森林資源を活かし、地域内循環
も考慮した快適で健康的な信州らしい住まいづくりを通じて、2050ゼロカーボンを実現し、県⺠の
豊かな住環境を創出することを目的に令和４年３⽉に制定。

○ 今回、指針制定から３年が経過し、国の動向や信州健康ゼロエネ住宅助成⾦の運⽤実績及
び業界団体からの意⾒等を踏まえ、指針の⾒直しを⾏う。
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■「⼀次エネルギー消費量の削減率」に係る基準の⾒直し

○ 住宅性能表⽰制度の改正（R7.12.1施⾏）により、「⼀次エネルギー消費量等級」に等級7（▲30％）、
等級8（▲35％）が創設

○ 国の「⼦育てグリーン住宅⽀援事業」のＧＸ志向型では⼀次エネ削減量▲35％を要件としながら、補助⾦予
算が７⽉末には終了する状況であり、住宅の標準的な性能の向上が⾒受けられる。

○ ZEHの新定義「GX ZEH」が公表され、⼀次エネ削減量▲35％が標準化

改正主旨

改正概要

●住宅性能表⽰基準の等級７を推奨基準、等級８を先導基準の数値とする根
拠

○ 2050年住宅ストック平均でのゼロカーボン化を実現するため、より⾼性能な住宅を普及

⼀次エネ消費量の削減率基準

▲20％最低基準

▲25％推奨基準

▲30％先導基準

⼀次エネ消費量の削減率基準

▲20％最低基準

▲30％推奨基準

▲35％先導基準

改
正
後

改
正
前
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BEI（再エネ除く）
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（出典︓社会資本整備審議会建築分科会 第29回建築環境部会）５



○ BEI=0.8〜0.76の申請件数が最も多いことに変わりないが、年々、BEI=0.75や0.7未満の申
請が増加し、2023年度ではBEI=0.7未満が全体の56%（2022年度から約１割UP）
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（件） 信州健康ゼロエネ住宅 年度別申請件数
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■信州健康ゼロエネ住宅助成⾦ 申請件数(年度別BEI(再エネ除く))
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○ 最低基準ではBEI=0.8〜0.76が申請が最も多く、６割超。
○ 推奨・先導基準ではBEI=0.5未満が申請が最も多く、推奨で2割超、先導では3割超。

信州健康ゼロエネ住宅 最低・推奨・先導基準別申請件数（2022〜2024累計）
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■信州健康ゼロエネ住宅助成⾦ 申請件数(先導・推奨・最低基準別BEI(再エネ除く))



■「県産⽊材の活⽤」に係る基準の⾒直し

○ 最低基準に係る県産木材使⽤量（建築⽤材）は、延べ床⾯積の⼤きさに関わらず⼀定量としているため、昨
今の住宅のコンパクト化により３㎥使⽤することが困難な場合がある。

○ ⼀⽅で、住宅の規模が⼤きい場合、⽐較的容易に基準をクリアすることができる。
○ 昨今は、住宅の⼩規模化が進んでおり、住宅の規模によって要件の難易度が異なることへの不公平感

県産⽊材使⽤量基準

３㎥又は仕上材30㎡最低基準

0.12㎥/㎡（工事で使⽤する木材の60％）推奨基準

0.16㎥/㎡（工事で使⽤する木材の80％）先導基準

改正主旨

改正概要

○ 基準の難易度を住宅規模の⼤⼩に関わらず⼀定とするため、県産⽊材使⽤量の基準を合理化
○ 規模の⼤きい住宅での県産⽊材の利⽤量増加

改
正
前

改
正
後

県産⽊材使⽤量基準

0.025㎥/㎡又は仕上材30㎡最低基準

0.12㎥/㎡（工事で使⽤する木材の60％）推奨基準

0.16㎥/㎡（工事で使⽤する木材の80％）先導基準

●指針策定時に想定する住宅の規模等 【住宅床⾯積︓120㎡、全体木材使⽤量︓24㎥、県産木材使⽤量︓３㎥】
●㎡あたりに換算 ３㎥ ÷ 120㎡ ＝ 0.025㎥/㎡

根
拠
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■「県産⽊材の活⽤」に係る基準の⾒直し
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コンパクト化の傾向

○ R4年度では110㎡台、R5年度では100㎡台、R6年度では90㎡台の申請が多く、年々、住宅
規模のコンパクト化の傾向が読み取れる

（件）

（㎡）
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